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被
爆
地
・
広
島
で
ド
イ
ツ

の
平
和
運
動
の
歴
史
的
変
遷

を
研
究
し
、
普
遍
的
な
平
和

の
在
り
方
を
発
信
し
て
い

る
。「

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
な
ど
ド

イ
ツ
史
上
起
き
た
悲
惨
な
出

来
事
は
、
同
国
に
と
ど
ま
ら

ぬ
人
類
共
通
の
教
訓
。
そ
れ

は
広
島
に
も
同
じ
こ
と
が
言

え
ま
す
」

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和

研
究
所
は
、
学

術
研
究
活
動
を

通
じ
、
核
廃
絶

を
訴
え
、
世
界

平
和
の
創
造
と

維
持
、
地
域
社

会
の
発
展
を
目

指
す
国
際
的
平

和
研
究
機
関
。

０５
年
研
究
員

・
教
員
と
し
て

就
任
し
た
時
、

「
核
廃
絶
運
動

の
シ
ン
ボ
ル
広

島
で
、
ド
イ
ツ

近
現
代
史
が
専

門
の
自
分
に
何

が
で
き
る
の
か
」
悩
ん
だ
。

背
中
を
押
し
た
の
は
専
大
大

学
院
の
恩
師
・
故
西
川
正
雄

元
文
学
部
教
授
。
「
歴
史
学

か
ら
平
和
学
に
貢
献
す
れ
ば

い
い
」。

同
教
授
は
ド
イ
ツ
史
、
労

働
史
の
専
門
分
野
に
と
ど
ま

ら
な
い
旺
盛
な
好
奇
心
の
持

ち
主
。
そ
の
姿
勢
は
学
生
・

院
生
た
ち
の
学
ぶ
力
を
引
き

出
し
た
。
教
え
る
立
場
と
な

っ
た
今
、
新
聞
や
雑
誌
も
資

料
に
活
用
す
る
方
法
は
恩
師

か
ら
学
ん
だ
も
の
だ
。

学
部
ゼ
ミ
で
考
古
学
を
学

び
、
任
期
制
助
手
時
代
は
日

本
・
東
洋
・
フ
ラ
ン
ス
史
な

ど
の
教
員
、
研
究
者
と
交
流

を
持
ち
、
異
分
野
の
学
会
に

も
顔
を
出
し
た
。
「
平
和
学

は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
。
専
大

で
の
体
験
一
つ
ひ
と
つ
が
糧

と
な
り
、
今
に
生
き
て
い
ま

す
」。博

士
号
（
政
治
学
）
は
ナ

チ
ス
と
闘
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・

オ
シ
エ
ツ
キ
ー
ら
知
識
人
の

平
和
運
動
に
つ
い
て
。
彼
の

名
を
冠
し
た
オ
ル
デ
ン
ブ
ル

ク
市
の
大
学
か
ら
０７
年
取
得

し
た
。

ド
イ
ツ
に
は
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
が
も
う
ひ
と
つ
。

大
学
２
年
次
に
短
期
留
学
し

た
中
部
の
小
さ
な
町
・
マ
ー

ル
ブ
ル
ク
で
の
ド
イ
ツ
人
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
だ
。
ワ

イ
ン
を
飲
ん
で
食
卓
を
囲

み
、
片
言
の
ド
イ
ツ
語
で
語

り
合
っ
た
至
福
の
ひ
と
時
。

の
ち
に
言
語
を
猛
勉
強
し
、

歴
史
の
醍
醐
味
を
知
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

９
月
３
日
、
韓
国
ソ
ウ
ル

市
内
の
「
龍
水
山
」
で
韓
国

同
門
会
総
会
が
開
か
れ
、
約

２０
人
の
校
友
が
出
席
。
専
修

大
学
か
ら
は
日
髙
義
博
理
事

長
・
学
長
、
田
中
實
常
務
理

事
、
菅
沼
堅
吾
育
友
会
長
、

高
橋
貞
雄
、
中
野
郁
雄
両
校

友
会
副
会
長
、
庄
菊
博
法
学

部
教
授
ら
１４
人
の
関
係
者
が

出
席
し
た
∥
写
真
。

任
恒
信
同
門
会
会
長
（
平

４
経
営
）
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
高
橋
校
友
会
副
会
長
が

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
来
賓
の

日
髙
理
事
長
・
学
長
、
菅
沼

育
友
会
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
総
会
の
あ
と
懇
親
会
に

移
り
、
旧
交
を
温
め
た
。

第
４７
回
会
計
人
会
総
会

７
月
３１
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
専
修
大
学
会
計
人
会

（
吉
田
伸
江
会
長
）
の
第
４７

回
定
期
総
会
が
開
か
れ
た
∥

写
真
。
会
員
約
３０
人
が
出
席

し
、
０９
年
度
事
業
・
収
支
報

告
、
１０
年
度
予
算
・
事
業
計

画
等
審
議
の
後
、
佐
々
木
和

夫
法
学
部
准
教
授
の
「
業
務

妨
害
罪
と
法
解
釈
の
技
法
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
拝

聴
し
た
。
総
会
終
了
後
、「
報

恩
の
間
」
で
桃
野
直
樹
校
友

会
副
会
長
ほ
か
、
他
大
学
の

友
好
大
学
会
計
人
会
役
員
ら

多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
懇
親

会
を
開
い
た
。

〈
３
８
会
講
演
会
・
総
会
〉

▽
１０
月
９
日
（
土
）
▽
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
▽
講
演
会
∥
１１

時
開
会
▽
講
師

金
子
正
明

氏
（
商
経
）
▽
総
会
∥
１２
時

３０
分
開
会

内
藤
博
氏
☎
０

９
０（
５
５
３
７
）５
４
８
７

〈
阿
賀
北
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
１６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
新
発
田
市
「
金
子
屋
別

館
」

大
久
保
浩
二
氏
☎
０

９
０（
２
４
７
４
）３
１
２
３

〈
３
２
会
総
会
〉

▽
１０
月
１６
日
（
土
）
１２
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス


田
部
俊
彦
氏
☎
０
４
７

（
４
３
８
）
８
１
５
４

〈
新
潟
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２３
日
（
土
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
前

「
新
潟
東
急
イ
ン
」

吉
野

直
樹
氏
☎
０
９
０
（
２
３
０

８
）
２
８
１
０

〈
珊
瑚
会
総
会
・
卒
業
５０
年

記
念
大
会
〉

▽
１０
月
２５
日
（
月
）
１２
時
２０

分
～
浅
草
界
隈
散
策
等
▽
総

会

１８
時
開
会
▽
台
東
区

「
水
月
ホ
テ
ル
鴎
外
荘
」


住
田
信
治
氏
☎
０
４
３
（
４

８
６
）
１
８
７
９

〈
２
９
会
総
会
〉

▽
１１
月
６
日
（
土
）
１３
時
開

会
▽
台
東
区
「
上
野
精
養

軒
」

後
藤
節
子
氏
☎
０３

（
３
８
１
８
）
８
７
８
３

〈
流
通
研
究
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・

講
演
会
〉

▽
１１
月
１０
日
（
水
）
１７
時
開

会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

熊

谷
康
博
氏
☎
０３
（
５
９
７

４
）
２
１
７
１

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２０
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
山
形
市
香
澄
町
「
サ
ン

ル
ー
ト
山
形
」

佐
藤
啓
氏

☎
０
９
０
（
８
９
２
２
）
６

６
０
２

◆
校
友
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
☎
０３

（
３
２
６
５
）
７
５
７
９
、

e- m
a
i
l
:
k
o
y
u
k
a
@
a
c
c
.

senshu-u.
ac.

jp

ま

で

。

深
谷
信
子
さ
ん
（
平
１９
院

文
博
）
が
第
２０
回
茶
道
文
化

学
術
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。
博
士
論
文
を
基
に
書
き

上
げ
た
『
小
堀

遠
州
の
茶
会
』

が
遠
州
研
究
の

み
な
ら
ず
、
茶

道
人
物
研
究
の

新
し
い
方
向
性
を
切
り
開
い

た
書
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
た
。
同
書
は
７
４
６
ペ
ー

ジ
に
な
る
大
作
。

近
江
小
室

藩
（
１
万
２

千
石
）
藩
主

で
、
江
戸
初

期
の
大
名
茶

人
で
あ
っ
た
小
堀
遠
州
（
１

５
７
９
～
１
６
４
７
）
は
生

涯
に
多
く
の
茶
会
を
開
き
、

招
か
れ
た
約
８
０
０
人
は
大

名
・
公
家
・
旗
本
・
町
人
な

ど
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
お
よ
ん

だ
。深

谷
さ
ん
は
茶
会
記
を
一

回
一
回
読
み
解
き
、

３
９
２
回
の
全
客
の

名
前
、
経
歴
を
徹
底

的
に
調
べ
、
茶
会
記

で
は
見
い
だ
せ
な
い

人
間
関
係
を
分
析
。

幕
僚
と
茶
人
の
両
面
を
と
ら

え
、
近
世
初
期
に
お
け
る
政

治
的
文
化
的
役
割
を
あ
げ
て

い
る
。

渡
米
し
た
折
の
美
術
館
巡

り
で
日
本
の
伝
統
文
化
を
再

確
認
。帰
国
後
、茶
道
を
学
び

放
送
大
学
を
経
て
専
修
大
学

大
学
院
に
入
学
し
た
深
谷
さ

ん
。
青
木
美
智
男
元
文
学
部

教
授
の
指
導
の
下
で
遠
州
研

究
を
志
し
１０
年
に
わ
た
り
一

意
専
心
、
研
究
に
励
ん
だ
。

「
３０
年
間
、
専
業
主
婦
生

活
を
続
け
て
き
た
自
分
が
博

士
論
文
を
書
き
上
げ
ら
れ
た

の
は
青
木
先
生
の
ご
指
導
の

お
か
げ
。
こ
の
成
果
を
宝
物

と
し
今
後
も
遠
州
の
研
究
を

一
つ
ひ
と
つ
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
法
学

部
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。

（
柏
書
房
・
本
体
１
万
２
０

０
０
円
＋
税
）

第
５
回
ワ
イ
ン
大
学

◇
日
時

１１
月
１９
日
（
金
）

１８
時
３０
分
開
会

◇
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
「
報
恩
の
間
」

◇
講
師

㈲
シ
ン
・
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
・
江

畑
進
一
氏

◇
対
象

校
友
、
本
学
学
生

（
２０
歳
以
上
）
、
育
友
、
教

職
員
、
一
般

◇
会
費

学
生
１
０
０
０

円
、
そ
の
他
３
０
０
０
円

◇
定
員

１
２
０
人
（
先
着

順
）

セ
ク
ハ
ラ
を
辞
書
で
引
く
と
「
相
手

の
意
思
に
反
し
て
不
快
や
不
安
な
状
態

に
追
い
込
む
性
的
な
こ
と
ば
や
行
為
」

と
あ
る
。

男
性
か
ら
女
性
に
対
す
る
行
為
に
対

し
て
セ
ク
ハ
ラ
と
と
ら
え
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に

よ
り
男
性
へ
の
性
的
嫌
が
ら
せ
も
配
慮

の
対
象
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ト
イ

レ
等
で
行
う
、
特
定
の
人
の
噂
話
は
環

境
型
セ
ク
ハ
ラ
と
し
て
違
法
行
為
と
な

る
。ま

た
、
「
体
育
会
系
」
の
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
る
男
性
か
ら
男
性
へ
の
性

的
い
じ
め
や
、
女
性
か
ら
男
性
、
ま
た

女
性
か
ら
女
性
へ
の
性
的
嫌
が
ら
せ
も

セ
ク
ハ
ラ
で
あ
る
。

「
え
っ
！

そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な

か
っ
た
！
」
「
被
害
者
も
笑
っ
て
い
た

し
…
」
こ
の
セ
リ
フ
は
、
加
害
者
の
多

く
か
ら
発
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

日
本
人
は
昔
か
ら
意
思
表
示
が
苦
手

で
、
相
手
に
対
し
て
「
Ｎ
Ｏ
！
」
と
言

え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
（
特
に
、
相
手
を
気
遣
う
気
持
ち

が
Ｎ
Ｏ
！
と
言
え
な
く
し
て
い
る
場
合

も
多
い
）

被
害
者
が
本
当
に
嫌
が
っ
て
い
る
と

理
解
で
き
な
い
加
害
者
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
が
、
も
う
少
し
勇
気
を

持
っ
て
「
今
の
言
葉
で
、
イ
ヤ
な
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
」
を
相
手
に
伝
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

少
し
の
勇
気
が
、
自
分
の
周
り
を
変

え
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

そ
こ
の
、
あ
・
な
・
た
！

頑
張
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い

る
つ
も
り
が
…
セ
ク
ハ
ラ
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

（
北
村

ま
ゆ
み
）

歯
周
病
と
聞
く
と
若
い

人
た
ち
は
、
自
分
と
は
関

係
な
い
と
感
じ
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
２０
歳
代
の
７０

％
以
上
が
歯
周
病
に
か
か

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

こ
う
く
う

ま
す
。
健
康
な
人
の
口
腔

内
に
は
通
常
５
０
０
種
類

以
上
の
細
菌
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

歯
に
食
べ
か
す

が
残
っ
て
い
る
と

そ
れ
を
餌
に
細
菌
が
歯
に

取
り
付
く
、
こ
れ
が
歯
垢

（
プ
ラ
ー
ク
）
で
す
。
歯
と

歯
茎
の
す
き
間
に
歯
垢
が

付
き
、
時
間
が
た
つ
と
石

灰
化
し
て
歯
石
と
な
り
、

増
殖
し
て
粘
着
力
の
あ
る

厚
い
層
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
と
な
り
ま
す
。
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
に
抵
抗
し
て
歯

茎
が
炎
症
を
起
こ
し
た
も

の
が
歯
肉
炎
。
こ
れ
が
歯

周
病
の
第
一
段
階
で
す
。

歯
周
病
に
か
か
っ
て
も

痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

進
行
す
る
に
つ
れ
歯
茎
の

赤
み
・
出
血
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
原
因
と
し

て
①
口
呼
吸
が
多
い
②
歯

科
に
定
期
的
に
通
っ
て
い

な
い
③
歯
磨
き
を
し
な
い

④
食
生
活
が
乱
れ
て
い
る

⑤
糖
尿
病
の
傾
向
が
あ
る

⑥
喫
煙
習
慣
⑦
冷
え
性
⑧

口
臭
⑨
ス
ト
レ
ス
、
な
ど

が
あ
り
、
一
つ
で
も
当
て

は
ま
れ
ば
歯
周
病
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

怖
い
点
は
、
炎
症
に
よ

っ
て
で
き
る
毒
素
が
血
液

を
介
し
て
全
身
に
広
が
り

他
の
臓
器
や
組
織
に
侵
入

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

胃
潰
瘍
・
心
臓
病
・
肺
炎

・
糖
尿
病
な
ど
に
か
か
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
で
す
。

歯
周
病
は
長
い
期
間
を

経
て
ゆ
っ
く
り
悪
化
し
て

い
く
た
め
、
毎
日
の
セ
ル

フ
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を

心
が
け
、
歯
磨
き
は
も
ち

ろ
ん
、
食
事
の
際
に
１
口だ

に
つ
き
２０
～
３０
回
噛
み
唾

え
き液

分
泌
を
増
加
さ
せ
口
腔

内
を
洗
浄
さ
せ
る
…
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
寝
起
き
の

口
腔
内
は
細
菌
の
宝
庫
で

す
か
ら
目
覚
め
の
う
が
い

を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
定
期
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

（
保
健
室
）

専
修
大
学
韓
国
同
門
会

総
会

日
髙
理
事
長
・
学
長
出
席

恐ろしい「歯周病」

▼

昨
年
の
ワ
イ
ン
大
学
か
ら

茶
道
文
化
学
術
賞
の
奨
励
賞
に

－ドイツの平和運動史「被爆地」から発信－

「
セ
ク
ハ
ラ
っ
て
？
」「
Ｎ
Ｏ
！
」と
言
う
勇
気
を
！

茶
会
記
を
読
み
解
き
全
貌
と
ら
え
る

深
谷

信
子
さ
ん（
平
１９
院
文
博
）

広
島
市
立
大
学

広
島
平
和
研
究
所
講
師

た
け

も
と

ま

き

こ

竹
本
真
希
子
さ
ん

（
平
７
文
・
平
１５
院
文
博

∥
単
位
取
得
退
学
）

▲ 授賞式での

深谷さん

第４８０号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１０年（平成２２年）９月１５日（５）


